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１．活動方針・目的 

今井町伝統的建造物群保存地区において空き家が増えている。このまま放置すると、歴史的景観

が守れないとともに、コミュニティーが維持できない。そこで、NPO法人が空き家の利活用の推

進を支援するため、空き家情報を発信するとともに、所有者とユーザーとの橋わたし事業を行い、

平成18年から現在まで17件が成立している。しかし、まだまだ、利活用が進んでいない状況であ

る。そこで、より積極的に支援できる組織のあり方を、平成20年度の「200年住まい・まちづく

り担い手事業」で検討をしたところである。これを踏まえ、現在引き続き、「江戸時代の請人制

度」を現代風に活用できないか検討をする。 

また、一方で、奈良県内の歴史的町並み地区にも、同様に空き家や空き地が増加しており、そこ

で、それぞれの地区が単独で活動をするのではなく、奈良県内の歴史的地区全体で情報を一元化し

て、効率的に空き家の活用を進めることを目的とする。 

 

２．活動内容 

① 空き家情報の収集・発信 

今井町の空き家情報をホームページ、情報誌で発信する。また、これから、奈良県内の歴史的町

並み地区の空き家の発掘をし、ホームページを立ち上げ、ネットワーク化を図る。 

② 空き家見学会の開催 

奈良県の数地区で、１泊又は２泊の空き家ツアーを開催し、空き家の内部を実際に見ていただき、

まちづくり団体から、各地区の町家の特徴や歴史などを聞き理解を深め、空き家利活用情報を図る。 

③ 生活体験用宿泊施設での社会実験 

平成21年度に完成した生活体験用宿泊施設「今井庵・楽」に短期間滞在していただき、町家暮

らしについて体験し、そこでのアンケート結果を空き家利活用に活かす。 

④ 江戸時代の請人制度の研究と現代への活用 

江戸時代家主と借家人との間に立ち不動産のスムーズな流通をしていた家請人制度を研究し現代

に支援制度に援用できるがどうか検討する。 

 

３．他の活動団体の参考となる事例 

奈良県内のまちづくり団体や建築士会や宅建業者などの関係機関や行政が協働しながら行うもの

である。地域に密着し、きめ細やかに希望者に対応する組織であり、町家バンクの県内ネットワー

クは全国初と考える。奈良県全体でおこなうことにより、スケールメリットが活かせるとともに、

運営組織の事務所機能も充実が図れる。このような活動は、今後のまちづくり団体どうしの協働の

あり方として提案できると考える。 

 

４．今後の課題等 

ホームページの維持管理、今井庵・楽の運営などについて、経済的に成り立つかどうかが課題で

ある。 
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